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平成 20 年２月期１月度の概況についてのお知らせ 

 

 平成 20 年２月期１月度の概況を、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１． 単体売上高速報                               （百万円） 

 ３月 ４月 ５月 １Ｑ ６月 ７月 ８月 ２Ｑ 上半期

売上高 3,819 3,613 3,104 10,536 2,995 3,419 3,186 9,601 20,137

対前年同月増減率（実質） 10.9% 17.7% 8.8% 12.5% 18.8% 11.5% 4.6% 11.2% 11.9%

対前年同月増減率（名目） 7.8% 13.9% 4.2% 8.7% 13.8% 7.0% -0.8% 6.2% 7.5%

 ９月 10 月 11 月 ３Ｑ 12 月 １月 ２月 ４Ｑ 下半期 年度累計

売上高 3,180 2,715 3,304 9,200 5,292 4,759   

対前年同月増減率 7.0% 1.1% 9.2% 5.9% -16.1% -6.2%   

 

（注） ・  平成 18 年 9月１日に株式会社テイツーのアイ・カフェ事業部門を会社分割し、子会社の株式会社アイ・カフェ

に承継したため、上半期中については比較対象としている前年の単体売上高を以下のように区別しております。 

・  対前年同月増減率(実質)は、比較対象としている前年同月の単体売上高には、アイ・カフェ事業部門の売上高

を控除した数字を使用しております。 

・  対前年同月増減率(名目)は、比較対象としている前年同月の単体売上高には、アイ・カフェ事業部門の売上高

を含めた数字を使用しております。 

 

２． 事業セグメント別 既存店売上高速報（対前年同月増減率） 

 ３月 ４月 ５月 １Ｑ ６月 ７月 ８月 ２Ｑ 上半期  

古本市場事業 7.1% 12.9% 6.9% 8.9% 14.9% 9.6% 0.6% 7.9% 8.5%  

アイ･カフェ事業 4.1% 5.4% 9.6% 7.2%  11.8% 7.4% 5.6% 7.9% 7.2%  

ＥＣ事業 

（ＥＣ売上） 

（その他売上） 
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-89.1%
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-4.8%
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-6.4%
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-88.9%
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 ９月 10 月 11 月 ３Ｑ 12 月 １月 ２月 ４Ｑ 下半期 年度累計

古本市場事業 3.9% -0.5% 7.8% 3.9% -16.5% -7.5%   

アイ･カフェ事業 6.5% -3.0% -4.4% 0.0% -0.7% -6.3%   

ＥＣ事業 

（ＥＣ売上） 

（その他売上） 

 5.9%

 22.1%

-86.9%

 -9.5% 
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-11.9%

-89.2%

-18.9%

-10.8%

-87.4%

  

 

（注） ・事業セグメント別既存店売上高速報には連結対象子会社の売上高も含まれているため、上記１．単体売上高の対

前年同月増減率とは連動いたしておりません。 

・アイ･カフェ事業は、連結対象子会社である㈱アイ・カフェの売上高の対前年同月増減率を記載しております。 

・ＥＣ事業は、連結対象子会社である㈱ユーブックの売上高の対前年同月増減率を記載しております。 

・既存店は、開店後 13 か月目からを既存店舗と定義しております。 

 



３．営業概況         

 1 月度のテイツー単体売上高は、対前年同月比 6.2％減の 4,759 百万円となりました。 

古本市場事業につきましては、古本、中古ゲームの売上は堅調に推移し、新品ゲームにおいても、

1月 31 日に発売された「Ｗｉｉ大乱闘スマッシュブラザーズＸ」というヒット商品があったものの

前年 1 月の「プレイステーション３」や「Ｗｉｉ」といった新型ゲーム機による急激な売上の増加

には及ばず、既存店売上高は対前年同月比 7.5％減となりました。 

アイ・カフェ事業につきましては、割引クーポンの提供を中心に販促に注力いたしましたが、消

費者物価の上昇、特に原油高によるガソリン高騰の影響で、ロードサイド店舗での客数が減少した

ことなどにより、既存店売上高は対前年同月比 6.3%減となりました。 

   ＥＣ事業につきましては、コミックの品揃えに努めたほか、一定数量以上の購入客に送料無料キ
ャンペンを実施するなど販売強化に注力いたしましたが、前年と比べ新品ＤＶＤのヒット作が少な

かったことなどにより、ＥＣ事業売上高は対前年同月比 18.9％減となりました。 

  

４．出退店の状況 

 07/12 末店舗数 出店数 退店数 08/1 末店舗数 

古本市場事業      １１７    ０      ０      １１７ 

（古本市場直営店） (８８) (０) (０) (８８) 

（古本市場業務提携･ＦＣ店） (２５) (０) (０) (２５) 

（ブック･スクウェア）        (  ４) (０) (０)        (  ４) 

アイ･カフェ事業 ３２    ０    ０ ３２ 

（直営店） (１７) (０) (０) (１７) 

（ＦＣ店） (１５) (０) (０) (１５) 

合計     １４９    ０    ０      １４９ 

 

 

（注）売上高は、公表日までのデータに基づいた速報ベースであり、修正される可能性があります。 

また、監査法人による会計監査は受けておりません。 

 

 

 

                                       以 上 


